
倉貫徹展「水晶島」 宮沢賢治へのhommage　展覧会開催のご案内 
作家活動の最初期から、アンモナイトや植物の化石を制作材として取り上げていた倉貫徹は近年、黄鉄鉱等の鉱石や、
水晶、あるいはダイアモンド等の宝石を作品素材として使用している。
今回の個展では、宝石が大好きだった宮沢賢治へのオマージュとして、倉貫の透明アクリルに水晶、宝石を組み合わせた
作品と賢治の物語の一節とを組み合わせ、あるいは対比させて展示する。
賢治も倉貫も、透明なもの、光るもの、綺麗なものを素直に好きだと言い、創作のなかに取り込んでいる。二人のコラボレー
ション形式の展覧会は、倉貫の〈透明〉作品を見る楽しみに加え、賢治を読み解く愉しみも重なり、興味倍増の展覧会となる。

宮沢賢治の童話「十力の金剛石」より
『ところが二人は全くおどろいてしまひました。あられと思ったのはみんなダイアモンドやトパァズやサファイヤだったのです。
おお、その雨がどんなにきらびやかなまぶしいものだったでせう。』
『雨の向ふにはお日さまが、うすい緑色のくまを取って、まっ白に光っていましたが、そのこちらで宝石の雨はあらゆる小さな虹を
あげました。金剛石がはげしくぶっつかり合っては青い燐光を起しました。』

展覧会概要
展覧会タイトル：倉貫徹展「水晶島」 宮沢賢治へのhommage
会       期：2007年7月27日（金）～8月4日（土）［＊会期中無休］
会　　場：OAPアートコート　大阪市北区天満橋1-8-5 OAPアートコート 1 Ｆ
開廊時間：11:00‒19:00（土・日曜日は17:00まで）
出展作家：倉貫徹
レセプション：7月27日（金）6:00pm～8:00pm
主催： アートコートギャラリー（有限会社八木アートマネジメント）
協賛： 三菱地所株式会社、三菱マテリアル株式会社・オー・エー・ピーマネジメント株式会社
◆カタログ：テキスト執筆、河崎晃一（兵庫県立美術館）・畠 健一（JBS校長）2007年9月中旬発行予定

広報のお問い合わせ：アートコートギャラリー　八木　
〒530-0042 大阪市北区天満橋1-8-5 OAPアートコート1Ｆ
E-mail:info@artcourtgallery.com　URL:www.artcourtgallery.com　TEL:06-6354-5444　FAX:06-6354-5449

　　　　　　　　　　※ビジュアル資料ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。

 

野村仁 新作展　プレスリリース 

  

photograph: Seiji Toyonaga


